なにして 生きて 来た かとい うこと をお はなしして、 そ 

れ から 今日 私 どもが 幸福に 生きる ために、 明日 幸福に 

生きる ために、 どういう ふうな 問題が その 前途に ある 

かとい うこと を、 簡単に おはなしして 参りたい と 思い 

ま ^9 

御 承知の 通り、 社会と いう もの は、 今の ような 形で 

はじまって おった のではありません。 極く 野蛮な 時代 

が、 ずいぶん 永い 間あった わけです が、 そうした 野蛮 

な 時代から、 人間 は、 幸福に ついて、 考えて いたので 

あります。 只 それが 幸福と いう 言葉に よって、 はっき 
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